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補足 5－5 希薄化の式の証明 

 

希薄化の式は、以下のように導くことができる。 

 測定値 xおよび yを 

xx etx +=  

yy ety +=  

と表す。ここで、 xt および yt は真の値であり、 xe および ye は誤差である。誤差 xe

および ye は、それ自身以外のものと独立であるとする。xt および yt の平均値を xμ

および yμ とおき、 xe および ye の平均値は０であるとする。このとき、測定値 xと

yとの共分散 ),( yxCov は、次式で与えられる。 

( )( ){ }yx yxEyxCov μμ −−=),(  

( ){ } ( ){ }[ ]yyyxxx etetE +−+−= μμ  

( )( ){ }yyxx ttE μμ −−=  

),( yx ttCov=  

 xの分散は、次式で表される。 

( )[ ] ( ){ } ( ) 222222
xx etxxxxx eEtExE σσμμσ +=+−=−=  

yの分散も同様に次式となる。 

222
yy ety σσσ +=  

 また、定義より、 xと yの相関係数 xyρ は次式で与えられる。 
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xおよび yの信頼性係数 xρ および yρ は、次式で与えられる。 
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 以上より、xおよび yの真の得点 xt および yt の間の相関係数
yxttρ は、次式のよ

うに表される。 
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=           （Ｓ5－5.1） 

 上式より次式の希薄化の式を得る。 

yxyx ttyxttxy ρρρρρ ≤=  

 
 


